
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 7年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人インクルーシブデザイ ンネットワーク

1 事業の成果
瑶子女王殿下 (当法人名誉顧問)に、6月 7日 (土)芝浦工業大学豊洲キャンパスでの総会および総会

前に実施した会員と障害当事者による活動検討ワークショップにもご臨席賜り、おことばを賜つた。

大阪 。関西万博の共創パー トナー・共創チャレンジとして、4月 の大阪・関西万博開幕に合わせ
「インク

ルーシブデザインアイデアソンh関西」を初めて開催した。

①まちづくり、ものづくり支援事業

・7回 日となる「インクルーシブデザインアイデアソン」 (ユーザー参加型のデザインワークショップ)

を、9月 11日 (木)～ 13日 (上 )、 芝浦工業大学豊洲キャンパスで開催した。ユーザー (障害者 5名 )、

企業の企画開発者、デザイナー、学生など計 57名が参加、5チームに分かれて、ユーザーに寄り添った

インクルーシブデザインの製品やサービスを考案・発表いただいた。

https:〃incl‐ design.net/ideathon2025‐ repOIぜ

。「インクルーシブデザインアイデアソンm関西」は、合同会社 L,de∞ne(レデソン)、 NPO法人アイ・

コラボレーション神戸に共催いただき、4月 17日 (木 )、 24日 (木 )、 大阪
。京橋の印田NT BRIGEで、

「音、感じる「コミュニケーション」を考える」をテーマに、ユーザー (障害者 4名 )、 一般、学生など

計 40名 に参加いただき開催した。

。オンライン形式の講演&意見交換会である「インクルーシブ・テーマトーク」を 3回実施し、会員を

中心にそれぞれ約 50～90名の方に参加いただいた。これはインクルーシブな社会づくりに向けた
「テー

マ」を各回で設定し、それに関する講演と参加者の業種横断的なディスカッションにより、新たな知見

やチャネルの構築、共創活動を支援することを目的とするものである。

第 1回 4月 15日 (火)テーマ :「事例に学ぷ !「だれもが使いやすいAn4を創る」ユニバーサルデザ

インの実践的開発プロセス」(講演者 :富士通 (株)デザインセンター)ht"s:〃 hcl‐deSign.net/par/17/

第 2回 5月 26日 (月 )テーマ :「CSUN2025報告会 インクルージョンの先に見える幸せな世界」

(講演者 :ユーディット会長兼シニアフェロー 。当法人顧問)ht●s:〃hcl‐ded〔晏meυpage/16/

第 3回 2026年 2月 4日 (水)テーマ :「認知特性や発達特性などの見えづらい"ちがい"を活かしたイ

ンクルーシブデザインと合同会社 L〕de∞neの取り組み」 (講演者 :合同会社 Lede∞ne代表・インクル

ーシブデザインプランナー)ht"S://1nCl‐ demgn・neυpage/″

・特定非営利活動法人人間中心設計推進機構 (HCD‐ Net)と の共催でUD講演会を東京・京都で実施。

1)東京 (2025E2頓;T):6月 20日 (金)芝浦工業大学豊洲キャンパス

講演者 :UPRESS、 富士通 (株 )、 (株)リ コー、ピクシーダストテクノロジーズ (株 )、 鹿島建設 (株 )。

https://incl・ des:距,■ neυpage/15/

2)京都 (2025WEST):10月 24(金)(株)島津製作所本社

講演者 :合同会社 Lede∞ne、 NPO法人アイ・コラボレーション神戸、(株)フ ェリシモ、パナソニック

(株 )。 ht"8:〃hcl・desi諄 .¨い ar8ノ



②人材育成、高齢者・障害者活動支援事業

小中学校向けの「子どもユニバーサルデザイン (UD)授業」を継続実施。東京都武蔵村山市では、学校

からのご要望もいただき、武蔵村山五中 (10月 31日 (金 ))、 武蔵村山一中 (12月 13日 (上))、 村山

学園 (小学部)(2月 27日 (火))は じめ地域イベントを含め計 10回実施、それぞれ地元社会福祉協議

会とボランティアスタッフのご協力により、高齢者・障害者体験授業を行った。埼玉県新座市では、片

山小学校からも引き続き依頼があり、3月 13日 (金)こ どもUD授業を実施した。

また8月 6日 (水 )、 会員企業である日野自動車 (株)が初めて主催した「夏休み子どもUD講座」に協

力した。

愛知県豊田市での「子ども UD授業」は、令和 7年度は豊田市教育委員会より各学校への募集をして頂

き、 トヨタ自動車 (株 )、 トヨタループス (株)と協業し、豊田市内5校 (飯野小、道慈小、伊保小、幸

海小、東山小)での総合授業の一環として、「ユニバーサルデザイン教育」を実施した。また、飯野小学

校 (6年生)での「高齢者体験学習」では、 トヨタ自動車 (株)と 協力し、ジャパンタクシーを使用した

授業を実施。そこで得られた知見を積み重ね、令和 8年度からは「車いす体験学習」と合わせて「高齢

者体験学習」のメニューも設定する予定である。

また令和 6年に引き続き、新潟県新潟市の開志専門職大学主催の「VRで、障がい体験イベント」を後援

した。 (小学生 6名、学生、保護者等計 23名参加)

https:〃incl‐design.neυlidsud2025/

③その他調査研究、普及啓発事業

令和 8年 2月 6日 (金 )、 会員であるトヨタグループのUD普及啓発のための講演会を開催。

テーマ :「そのままでいい、そのままがいい」暮らしをかたちに ～フェリシモ オールライ ト研究所～

講演者 :(株)フ ェリシモ ※現地参加者 :48名、オンライン参加者 :90名。
また、法人ホームページでは定期的な情報発信に加え、会員専用ページを活用し、活動内容や成果の共

有を行っている。

https:〃mcl‐design.net/

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【2,691】 千円)
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範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

インクルー
シプデザイ
ンアイデア
ソン

717¬露
大 阪 ・

印 IⅢ

BRIGE

4人 企 業

の デ

ザ イ

ナー、

障 害

者

40ノ、 2,162

9/11～ 13 芝 浦 工

業 大学

豊洲 キ

15人 企 業

の デ

ザ イ

57ノヽ

~兵
ヨ款に |
記載  |
された |
事業生劃



IYts'
Z

ナー、

障 害

者

イ ンクルー

シプ。テーマ

トーク

4/15,5/26,2/6 オ ンラ

イン

9
(

′ヽミ

人

延
)

デ ザ

イ ン

関 係

者

200
人
(延
べ
)

ユニバーサ

ルデザイン

/イ ンクル

ーシプデザ

イン講演会

6ノ20 芝浦 工

業 大学

豊洲 キ

ャ ンノパ

ス

2
(
′ヽミ

人
延
)

デ ザ

イ ン

関 係

者

30 人
(延
べ
)

10/24 (株 )

島津製

作所

1

(

^ミ

人
延
)

デ ザ

イ ン

関 係

者

30 ンヘ
(延
べ
)

語 .ヽ畠
害 者 活
動 支 援
事業

子 ども UD
授業

7ノ4,3/6,10/31,12/13,2ノ 27,3/5,3/

13

東京都

武蔵村

山市

84人

(延
べ
)

小 学

“

―
‐ 、

中 学

生 先
月_
」
=

470
人
(延
ヘリ

269

8お

(夏休みこどもUD講座)

東京都

日野市

22 人
(延
べ
)

小 学

生、保

護者

24
(

人
延

′ヽミ)

3ノ13 埼 玉県

新座市

8人
(延
べ
)

小 学

生、先

生

85
(

1
ノヽ

延

^ミ )

馨
伊保
幸海
東山

3/5.6/19,7/10,10/2
6/17,7/1
6/27,7/4,7/14
11/25,12/12
11ノ
′
27,12′ /11,1/15

愛知県

豊田市

82人 小 学

生、先
月ト
」ニ

628
人
(延
べ
)

地域 イベ ン
ト、市民公開
講座

7ア24 新潟 県

開志 専

門職大

学

11人

(延
べ
)

小 学

生、保

護者

25ノ、
(延
べ
)

10/12
(武蔵村山市福祉まつり)

東京都

武蔵村

山市

15人
(延
べ
)

市民



の
査
普
発

そ
調
究
、啓
業

０
他
研
及
事

る
ル
Ｄ
の
演

あ
グ
モ
発
講

で
夕
の
啓
の

員
ヨ
プ
及
め

会
卜

一
普
た
会

2ん トヨタ

自動 車

(株 )

4人 ヨ
　
グ
　
一

ト

タ

ル

プ

地
　
４８
オ
ラ
ン
　
９０

現
参
加
人
ン
イ
参
加
人

260

一
動
る

一
イ

ベ
活
よ
ル
ザ
着

ム
の
に
ク
デ
酔

一
で
介

ン
プ
の

ホ
ジ
紹
イ
シ
ン

随時 法人

事務所

6人 一般
特
多
不
定
数

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)
足歌
さ
事

に記載
れた
業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和フ年度 活動計算書 (その他事業が上1生場合)
事 業 報 告 用

●t,●囀嬌●菫人インクルーシフデザインネットワーク

〔単位 :円 :
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 7年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定,■囀活慟法人インクルーシプデザインネットワーク

金
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16 法 28 関係 )

1.重 要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法 人会

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金

引当金

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

令和 7年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人インクルーシプデザインネットワーク

計基準 (2010年 7月 20日 2017年 NPO法 人会計基準協議会)に よっています
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I 経常収益
I.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

役員報酬
退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費
業務委託費

諸謝金

会議費
旅費交通費
通信運搬費

消耗品費

修繕費

保険料
諸会費
租税公課
支払手数料
その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

~~算
死:芳]金額内容

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
:円 )
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当期増加額 当期減少額 期末残高 備 考内容 期首残高

合計

．４ 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳
:円 )

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

円 )

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするため

に必要な事項

事業費と管理費の技分方法

円

7

8

減価償却累計額 期末帳簿価額期首取得価額 取得 減少 期末取得価額科 目

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

当期返済 期末残高期首残高 当期借入科 目

■
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及び支配法
人との取引

計算書類に

計上された
金額

内、役員と
の取引

科 目

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表 )

貸借対照表計

その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和7年度 財産目録
事 業 報 告 用

11t,8"層 ●
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インクルーシプデザインネットワーク
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書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 7年度年間役員名簿 〈●●拿年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は日所菫

びにこれらの■についての

“

亭彙年度における0日の有魯を日●した名簿)

撞田E営型題鰹塾
インクルーシ2三」∠≧室立トワ=2

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入 )

氏    名

1 〇
・監事

(ニ シカワ マサヒロ) 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月   日

月   日西川 昌宏

2 〇 監事

(コ グレ タカオ) 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月

月

日

日木暮 毅夫

3 〇 監事

(フ ジキ タケシ) 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年 月

月

日

年 日藤木 武史

4 ・ 監事

〈イナ″キ ノリヨ) 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月 日

日月稲垣 典世

5 〇
・監事

(イ ワザキ アキヒロ) 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年  月  日

年 月 日岩崎 昭浩

6 〇
・監事

(オクダ タカコ) 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月

月

日

日奥田 高子

7

(セ リザワ カズヤ) 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月   日

月   日芹澤 和也

8 〇
・監事

(フ ジイ ヒロミ) 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年  月 日

日年 月藤井 浩美

9 〇
・監事

(モ ツ ジュンイチ, 令和 7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月

月

日

日森 淳一

10 理事(E)
(ツ タタニ クニオ) 令和7年 4月 1日

令和8年 3月 31日

年

年

月

月

日

日蔦谷 邦夫

〇
・監事



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人インクルーシブデザインネットワーク

氏   名

1

西川 昌宏

2

暮 夫

3

藤木 武史

4

稲垣 典世

5

岩崎 昭浩

6

奥田 高子

7

芹澤 和也

8

藤井 浩美

9

森 淳―

10

蔦谷≡蔀天

11

12




